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１．背景と目的 

2014 年度冬期（以後，論文においては“冬期”は 12 月から 3 月までを示す）は，

札幌市において，冬道での自己転倒による日救急搬送者数の最大値を記録した．これ

までの最大値は 2012 年 12 月 5 日の 57 名であったが，2014 年 12 月 21 日は，これま

での最大値の約 3 倍にあたる 162 名が冬道での自己転倒によって救急搬送された．図 1

には，当センターが事務局を務めるウインターライフ推進協議会のホームページへの

日アクセス数（平成 26 年度冬期）を示した．図のように，札幌市で日救急搬送者数の

最大値を記録した 2014 年 12 月 21 日は 3347 件である．一方，2015 年 1 月 30 日は，

今年度最大の 27,828 件を記録している．このアクセス数は，過去 3 冬期でも最大の件

数であった．同日は首都圏でまとまった降雪があった．東京消防庁によると，30 日の

降り始めから午後 9 時までに男性 22 人，女性 24 人が転倒による負傷者として救急搬

送され，同庁では転倒による注意情報も発表していた． 

 

図 1 ウインターライフ推進協議会 HP のトップページアクセス数（2014 年度） 

 

 当初は札幌市民，北海道民の冬道での自己転倒を防ぐことを，最大の目的として活

動をしていたウインターライフ推進協議会であったが，このような状況からも，地域

を越えて自己転倒防止の情報が活用されていると判断できる．実際に，日常的に雪が

降らない首都圏で降雪があると，電話やメールでの転倒対策の問合せもウインターラ

イフ推進協議会に殺到する．事務局を務める当センターのメンバーが，問合せへの対

応を行っているが，雪道での歩き方のコツや転倒しづらい靴の選び方，転倒時にけが

をしないための即効性のある対策として手袋，帽子の着用などを指摘している．  

本研究の目的は，首都圏をはじめとする非積雪地域の装備の指摘を明快に行うため，

自己転倒の危険性の高い積雪寒冷地域における住民の装備（冬靴，手袋，帽子）や，

転倒につながる可能性のある行動の実施の有無について把握することである． 
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２．アンケート調査の実施と回答者の属性 

ウインターライフ推進協議会が札幌市の地下歩行空間において，ウインターライフ

キャンペーンを実施していた 2013 年 12 月と翌 1 月に，アンケート調査を実施した．

アンケート調査票の一部を図 2 に示した．実際には図 2 に示したような簡潔な行動を

30 項目列記し，その中に調査時の装備（冬靴，手袋，帽子）や，冬期の日常的な服装

や行動（リュックサックの利用，ポケットに手を入れて歩く）を含めた．調査を行っ

た 4 日間で 144 名からの回答を得た．居住地は 123 名が札幌市，8 名が石狩市，江別

市といった札幌市近郊の都市，2 名が士別市であり，居住地の回答者全員が積雪寒冷地

域の住民であった（11 名は無回答）．回答者の属性情報を図 3 に示した．回答者として

は，女性が多かったが，年齢層別には 60 歳未満と 60 代，70 代が約 30％となった． 

 

図 2 アンケート調査票の一部 

 

図 3 アンケート回答者の属性情報（男女別および男女別年齢層別の回答者数） 

 

３．積雪寒冷地域の住民の装備や行動～アンケート調査結果より 

図 4 には，アンケート調査時における「冬靴」，「手袋」，「帽子」の装備状況と，手

荷物の状況（手に持つ荷物を 2 つ以上持っているか）についての回答結果を示した．

94％の人が冬靴を履いており，手袋の装備率が 85％，帽子の装備率が 75％であった．

札幌市近郊の住民は，これらを冬期，日常的に装備していると考えられる．一方で，

約 1/4 の回答者は，カバンやハンドバックなどの荷物を 2 つ以上持っていた． 

図 4 には，冬期の通常生活時における装備についての回答結果も示した．通常時に

おいては「帽子を被っていることが多い」という回答は 65％であり，調査時の「帽子」

の装備率よりは低かった．また，カバンよりリュックサックで外出する人が約半数で

あった．一方で，ポケットに手を入れて歩くことがよくあるという回答が 20％に達し

ていた． 
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図 4 調査実施時および冬期通常生活時の装備や行動について 

 

（１）男女別での比較 

図 4 に示したアンケート調査当日や冬期通常生活時の装備について，男女別で比較

した結果を図 5 に示した．図のように，冬靴については，女性の装備率が高かった．

調査時に冬靴を履いていた割合は女性 97％に対し，男性は 89％であり，冬期通常生活

時に夏靴を履いているという男性も 19％に達していた．一方，調査時に手荷物を 2 つ

以上持っていたのは女性が 40％（男性 9％）と多く，冬期通常生活時にリュックサッ

クを背負っているという回答も男性に比べて低かった．また，調査時における手袋，

帽子の装備率も男性に比べてやや低かった． 

 

図 5 男女別での比較（調査実施時および冬期通常生活時の装備や行動） 
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（２）年代別での比較 

アンケート調査当日と冬期通常生活時の装備について，年代別で比較した結果を図 6

に示した．図のように，80 歳以上の回答者については，調査時の冬靴，手袋，帽子の

装備がいずれも 100％であった．70 代，60 代，60 歳未満と年齢層が低くなるほど，装

備率が低くなっていた．一方，冬期通常生活時において，ポケットに手を入れて歩く，

夏靴を履くといった行動は，60 歳未満の回答率が最も高かった． 

 

図 6 年齢層別での比較（調査実施時および冬期通常生活時の装備や行動） 

 

４．本研究のまとめ 

アンケート調査の結果から，積雪寒冷地域の住民

は冬靴の装備率が非常に高いことがわかった．また，

防寒が主目的であるとしても，手袋や帽子の装備率

も高いことが明らかになった．一方，男性は冬靴，

女性は手荷物についての対策率が相対的に低く，特

に年齢が低くなるにつれて，予防策の装備率が低く

なっていることがわかった．この点は，今後のウイ

ンターライフ推進協議会の活動でも，啓発を進めて

いきたいと考えている． 

図 7 は 162 名が救急搬送された日の札幌市内の道

路状況である．今後は，未曽有の救急搬送者数とな

ってしまった 2014 年 12 月 21 日の道路状況と転倒

状況についても，分析を進めたいと考えている． 

図 7 12 月 21 日の道路状況 
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